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  Elovl6 (Elongation of long-chain fatty acids family member 6)は小胞体に存在する脂
肪酸伸長酵素であり，パルミチン酸 (C16:0)，パルミトレイン酸 (C16:1n-7)からそれぞれ





















過性テストおよび TEWL  (Transepidermal water loss)では，いずれも Elovl6欠損マウス
と野生型マウス間で差を認めなかったことから，Elovl6 は皮膚透過性バリア機能に関与し
ないことが示唆された。しかしながら，Elovl6 欠損マウスではテープストリッピング後の



















して皮膚炎が増悪し，浸潤する表皮内リンパ球数，血清 IgE値，所属リンパ節の IL-4, IL-
17のmRNA発現がいずれも増加していた。さらにこのモデルにおいても IL-1受容体アン
タゴニストの投与は Elovl6欠損マウスにおける表皮内リンパ球数，血清 IgE値を低下させ
た。 
 
考察 
 Elovl6欠損マウスではテープストリッピングにより壊死に陥ったケラチノサイトから放
出されるシスバクセン酸によって，周囲のケラチノサイトのさらなる細胞死が誘導され，そ
の結果メカニカルストレスに対する反応性が増強され，さらにはアトピー性皮膚炎モデル
の重症度も悪化することが推測された。これらの知見から，シスバクセン酸の産生阻害がア
トピー性皮膚炎を含む様々な皮膚疾患の新たな治療標的となる可能性が示唆された。 
 
結論 
ケラチノサイトの Elvol6はシスバクセン酸の過剰な産生を抑制することで，メカニカル
ストレスによる細胞死を抑え，引き続く皮膚炎を軽減する。 
 
